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近畿大農紀要 

アレルギー性疾患に用いられる植物性生薬の

科別分類による薬効 ･薬理

平沢昌子事,東野英明H,駒井功一郎日暮 

H,
 

)から,Ⅰ型アレルギ-性疾患に効果があり,ま

合わせ持った副腎皮質ステロイド薬 ･それに交感神 
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アレルギー薬)･抗アレルギー作用と抗炎症作用を 物5 3--

959たは効果が期待できる植物1 種 (
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経刺激薬や副交感神経抑制薬などである｡薬物療法

の一部には古くからアレルギー性疾患の治療に用い

られてきた和漢製剤も数多くある3)0

本稿では,アレルギー性およびアレルギーに関連

した炎症性疾患に有効性が期待される植物性生薬を

植物分類上科別に分け.それぞれの主成分とその薬

理作用との関連性を整理して考察した｡ 

lI 資料の整理方法

先ず,中国の殆ど全ての生薬を収載した中薬大辞

典4)を中心に我が国で刊行された和漢薬に関する衝

Ⅰ 緒 言

近年,鼻アレルギー ･気管支鳴息 ･アトピー性皮

膚炎などの I型アレJ' )による疾患患Lギー性横序船
者数が目立って増加してきた｡衣食住に関わる生活

様式の変化や,大気汚染の悪化に伴うダニ ･カビな

どの既知のアレルゲンの増加,新しい抗原性物質の

出現,さらに唇音やストレスによる生体側の感受性

の増加などがその原因として考えられるl)0 

Ⅰ型アレルギー性疾患の治療には種々の薬物が用

いられる2)｡ヒスタミン受容体括抗薬としての抗ヒ

スタミン薬･ケミカルメディエーター遊離抑制薬 (抗

n

SRS

9 dan,8asayarna. .Cb k 0組ka5 HLJbo

ガ法1.1載アレルギーはアナフィラキシー.アトビ1.即時皿アL , 気甘支I息.アL , 甘J甘 7L ･/Aギーとb呼ばれ /Aギー性 ■炎.事庶臥 L /Aギー,椿事れ.7ナ 

7イラキシーシ9I/クなどの疾JiがこれにJtする.lgE抗体が関与する反応で.A:*触 .上にFc柾分で括合した JgE坑件に抗原 (7L,ルゲン)が括合してJE胞L=

からヒスタミンやロイコトリエン ( ･̂ )が放出される.その濃紫.岨■内平iY筋の収相,血管話法性の冗過.粘♯分泌のJf加が起こり.封汝が伝わり,J!*棚

各疾Jlが苑症する.
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ショウガ科 Zingiberaceae
生凄 (ショウガ)【ショウキョウ] Zi〃giberojfici〃LZleROSC. Albumln.Starch,vitaminB

そのうち植物分頬上科別に多くの植物柾を含み,し キク科に屈する10種の植物には,精油やフラボノ

かもその組成や作用が比較的明かにされている48種 イドを含有するものが多い｡冊油は各種の油性化合

(8科)の植物と,みアレルギーなどに多用される漢 物の混合物であり,その成分の多くはモノおよびセ

方製剤中の榊成生弟を選び ( be) スキテルペノイドでまれにジテルペノイドもあり,Tall,投近のアレ

ルギー芋川 と関連づけて考察した｡ 多くは香料や香若剤として用いられる｡母菊ではカ

マズレン･グアヤズレン･カミルレといった相油を

Ⅲ 結果および考察 含み,前 2者はヒスタミンやセロトニンの遊離を抑

抗アレルギー性生薬の基礎的研究経緯 制すると共に,抗ヒスタミン作用 ･抗ヒアルロン酸

沸方製剤の抗アレルギー作用についての基礎的解 作用があり毛細血管の透過性を低下させるJJ｡また

析を行った報告としては,江田らLSlの細辛･析突お カミルレには再生過程を増強させ,アレルギー反応

よび萌琴のケミカルメディェータ一道灘抑制作用に を軽減させると共に多少の局所麻酔作用があるo粟

ついての報告や,細辛および柴鯛のホスホジェステ に桐油には芳香を発するものが多いことから,一般

ラ-ゼ阻審作用についての報告がみられる｡さらに 的にアレルゲンに対する気道面での感受性の低下 

江 EEIら16)紘,ラットIgE抗体による48時間後の同qL: (膜安定化作用)を引き起こすと考えられる｡

受身皮膚アナフィラキシ- (PCA)反応およびマウ

スのピクリン酸塩による接触性皮膚炎に対する抑制 バラ科生薬の抗アレルギー作用

効果が,秘々の生薬に兄いだされたと報告している｡ バラ科の 7種の植物の多くには,タンニン･ステ

また竹内らけ~'9)は,小野竜勘に抗アレルギー作用の ロール ･甘酸配糖体 ･フラボノイドなどが含有され

あることを,PCA反応や感作モルモットへの抗原添 る｡タンニンはタンパク質やアルカロイドと結合し

加による腸管収縮に対する抑制作用や,肥満細胞で てそれらを難溶化させる｡蛋白質との結合は収飲作

の脱頼粒抑制効果や,好塩基球からのヒスタミン遊 用や,抗菌 ･抗ウイルス活性などをもたらす｡タン

離抑制作用などから実証した｡またケミカルメディ ニンやその分解産物と金属イオンや塩基性化合物と

エーターの放出は炎症反応に関連して起こるという の結合により,有審誼金属の除去及び変異原物質の

報告20)もあることから,一般の抗炎症作用薬にもヒ 抑制などの効果も認められている2112㌔ なお,雑子

スタミン遊離抑制作用があると考えられる｡ 蓮根にはタンニンに d-カテコールが結合した化合

物があり,これはビタミン P様の作用で毛細血管の

キク科生薬の抗アレルギー作用 透過性と脆弱性を低下させ,毛細血管の正常な機能
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を保つ｡また,タンニンは inu でヒスチジンデカivo ポノイド塀であるバイカリン･バイカレインの原料

iL tacaens生薬で,コガネバナ ( h ab sC

)の根のコルク皮を除いて乾燥させたt )のがそれ

iT2
S Elcue

I

ROEルボキシラーゼ抑制作用が常用丑のフラボノイドよ

り蕪いため,アレルギ-性ショックに抵抗する作用 G

を示す一 )｡タンニンによるこれらの蔑作用が抗アレ である｡原産地は中国北部からシベリアであり,本

ルギー作用として現れるものと考えられる｡ 邦では 1

剤として斉等瀞 ･三貴洪 ･小柴胡滋などに配合され

8世煮己の半ばから栽培されている｡漢方調製

マメ科生薬の抗アレルギー作用 ている｡江崎 2)はバイカリンに毛細血管強化作用,

マメ科の甘草,葛根をはじめ 7種の植物のほとん すなわちビタミン P様作用があり,これはヒアルロ

どにフラボノイドが含有されている｡フラボノイド ニダーゼ阻審作用により生じたことを兄いだした｡

3

にはバイカリンやバイカレイン,血管強化作用の強 また,江田2 7)らはキシレンの塗布によってひき起こ

力なルチンやケルセテンなどが含まれるが,そのか される毛細血管透過性克進作用が,バイカリンによ

および他の刺激薬による好塩基

細胞よりのヒスタミン遊巌をサイクリック AMP産 は,バイカリン･バイカレインが Ⅰ型アレルギー反応

生を伴わずに抑制したと報告されている2㌔ したが をかなり強力に抑制することを発見した｡すなわち, 

IEgなりのものが って強く抑制されることを示した｡さらに江田2 8)ら

ってマメ科に限らず,多くのフラボノイドを含む槻 IEg 抗体による肥満細胞からの化学伝達物質の遊離

物には肥満細胞などからのヒスタミン遊離抑制作用 を抑制し,増丑によりパパベリン様の平滑筋弛ぼ作

があるものと考えられる 2-㌔ 用が現れたことから,その活性構造がバイカレイン

また,広く東西の臨床で用いられている甘草は抗 部分にあることを明らかにした｡バイカレインおよ

ヒスタミン･抗アセチルコリン作用を持つ｡これは, CSD

J

IGglEg

るので l,

びその誘導体のクロモグリク酸ナトリウム ( G)

トリテルペンのブリチルレチン駿がサポニンである は のみならず 抗体による反応をも抑制す

しても有効であると考えられる 2T｡

グリチルリチンとともに,ヒスタミンやアセチルコ 塾及び Ⅰ型アレルギー反応関与の疾恩に対

リンの侵審作用および毛細血管透過性に対し抑制作

用を強 く示すためである｡グリチルリチンはその構

造上の耕似性から,デオキシコルチコステロン様作

用でアレルギーに伴う炎症や ,Ⅰ型アレルギーの諸

過程を強力に抑制するものと考えられる2 )｡葛根は

芯の根のコルク皮を取り切片とし乾燥したもので,

解熱 ･抗炎症作用があり,他の生薬と配合されて使

用されている｡

トウダイグサ科生薬の抗アレルギー作用

トウダイグサ科の 6朝の植物のうち 4種がフェノ

ール頬を含んでいる｡フェノール類は特有な虫気や

芳香を有し,防腐 ･消蕃作用を持つ｡したがって,

それらの作用により器官粘膜面でアレルゲンおよび

メディエーターに対する感受性低下が起こることが

セ l J科生薬の抗アレルギー作用

セリ科には紫胡をはじめ 6種の植物が分頬される

が,椅油を含むものが多い｡最 t )代表的な柴胡には

サイコサポニンが含有されている｡サポニンは一般

に溶血作用や解寿作用を特つが,柴胡ではサイコサ

ポニンが解熱 ･抗炎症 ･抗淑妨作用を示し,漢方調

整薬に数多く配合処方されている2 91｡

ツヅラフジ科生薬の抗アレルギー作用

ツヅラフジ科の 4部類の生薬には,アルカロイド

が含まれる｡アルカロイドは稽物に含まれる塩基性

窒紫化合物の総称で,アトロピン･エルゴタミンな

どのように強い生理活性を持ち医薬品として並要な

2itrshew考えられる｡なお ,D

ル化合物がプロスタグランジン生合成を阻啓したと

述べている｡さらにフェノールカルボン酸がiE合し

たタンニン帝やフェノー ル配糖体のバイカリンが,

抗アレルギー作用を現していることも考えられる｡

シソ科生薬の抗アレルギー作用

シソ科の 6種の植物は,その殆どが榊油やフラボ

ノイドを含んでいるOその中で強い抗アレルギー作

用を持つものとして代襲的なのが井草である｡フラ

Yao26･)5 )はフェノー ものが多い.防己 ･百菓子 ･哲風藤はモルヒネ塾ア

ルカロイドのシノメニンを含有する｡これは抗アレ

ルギー ･抗炎症 ･血圧下降 ･中枢神経抑制･ぎi痛作
用を示す9 J｡また防己はハンフアンテン Aを含有し

ており,これは免疫性溶血を抑制し,抗アナフィラ

キシーショック作用を示すと考えられる一㌧

キンポウゲ科生薬の抗アレルギー作用

キンポウゲ科の生薬には椅油やシミゲノール,そ

れに心簿性の強いアコニチン･アネモリンなどが含
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まれているものが多い｡附子は毒性が強くトリカブ

トとも呼ばれているが,加熱処理により蕃性を無 く

し抗炎症作用を現す｡毛崖には抗ヒスタミン作用が

あるとされるが,発砲性局所刺激作用が強い｡

第 3早 199

-作用を示したとされる｡

ウコギ科の人参,サ トイモ科の半夏,イネ科の梗

栄,ショウガ科の生 ･乾妻は直接的には抗アレルギ

ー ･抗ヒスタミン作用を示さないが,配合により抗

アレルギー作用の増強を表すものと考えられる｡ 

7)(0

その他生薬の抗アレルギー作用 Ta e2に鼻アレルギーなどに多用される漢方調

マップサ科の五味子には PCA抑制効果があり, 並薬,およびそれを構成する生薬を示したO小骨竜

小骨竜湯の配合生薬 として欠かせないものであ 湯は鼻アレ/レギーに対して第 1選択薬として用いら

lb

る3D｡)

ユリ科の麦門没にはサポニンが含まれているが,直

接に抗アレルギー作用を示す成分は現在のところ認

められていない｡

ボタン科の胃薬にはアルカロイ ドが含まれてお

り,また牡丹皮にはそのエタノールエキス中の精油

やペオノールに抗アレルギー作用が認められてい

7れることが多い｡竹内ら1~19)の報告によると用丑依

存性に PCA反応に対する抑制効果が強 くなり,ヒ

スタミン･セロトニン･アセチルコリンによる毛細

血管透過性冗進に対して抑制効果がみられた｡小青

竜湯は 8種類の生薬で構成され,甘草 ･五味子 ･細

字には PCA反応抑制作用が,麻黄･桂皮･細辛には

脱頼粒抑制作用が,麻黄 ･五味子 ･細辛 ･乾妾には

るり｡

クスノキ科の桂皮にはケイヒアルデヒドが,マオ

ウ科の麻黄には気管支拡張作用や去疲作用を示すエ

フェドリンが,ウマノスズクサ科の細辛には精油が

タロウメモドキ科の大兵はトリテルペン･サポニ

ン･糖を含有し,八木ら の報告によるとエタノー32)

Dルエキス中のエチル ブルコフラノシドがセロα-

トニンやヒスタミンに対して括抗作用や抗アレルギ

ide2･Pl ti sin6ttenan ngre

含まれている｡

lTba

)3抗ヒスタミン作用が認められている3 ｡なかでも麻

黄はアルカロイド成分にエフェドリン･偽エフェド

リンを含んでおり,脱頼粒を強 く抑制することが知

られている｡

以上それぞれの科に属する植物に対し,考えられ

る抗アレルギー作用を述べた｡中には直接的に抗炎

症 ･抗アレルギー作用が認められないにもかかわら

ず,他事との配合により鼻アレルギーなどのアレル 
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ギー性疾患に用いられることがあるのは,配合によ

り相乗効果が生じて新たな利用途が生じてくるもの

があるからではないかと考えられるOこれらの領域

で今後一層研究が進み,より正確な情報が得られ,

塩床応用が広 く行われる口が早く乗ることを望みた

い｡ 

lV 要 約

伝東的和漢生薬の中から, Ⅰ型アレルギーに薬効

があるとされる195種の植物性生薬を選び,植物分類

上科別に整理して,薬効との関連性で考察した｡そ

の結果,4種類以上の生薬が属す主な 7科は以下の

とおりであった｡10種類の櫓物が属すキク科,7種

の植物が属すバラ科,それぞれ 6種の植物が属すマ

メ科, トウダイグサ科,シソ科,セリ科, 4種の植

物が属すツヅラフジ科がそれであったOこれらの生

薬には,フラボノイド,揮発性の油,タンニン,ス

テロール,フェノ-ル,サポニンやアルカロイドが

主な成分として含まれていた｡これら成分は,肥満

細胞からのヒスタミン遊離の抑制,抗ヒスタミン作

用,抗炎症作用,細胞膜の脱感作を介して抗アレル

ギー作用を発揮するものと考えられた.
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